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コウボウムギはカヤツリグサ科に属する，常緑で多年生の

海浜植物である。高さは約 10 cmで地下茎を発達させる。雌

雄異株であり，初夏から秋季に結実する。日本における分布

域は北海道東海岸以北を除くと日本中に及ぶため，海浜の

緑化植物として広域で使用できる。また，高い海流散布能力

を持ち 6)，海浜における先駆性植物のひとつである 1)。 

なお，海浜植物群落の分布様式や緑化の有用性については，

本企画で既に澤田 5)によって述べられているため本稿では触

れないが，海浜の生物群集を支える基盤の一つの事例として，

海浜植物群落は裸地で繁殖するシロチドリやコアジサシの幼

鳥が捕食者から身を隠す場所となり，これらの鳥類の繁殖に

寄与することを付け加えておく。 

コウボウムギは不安定帯に群落を形成し，波浪や飛砂に

よって裸地化した場所へいち早く分布を広げる 2)。砂の堆積

が卓越する場所では垂直上方へ年間１m以上，砂の堆積が少

ない場所では水平方向へ年間 2m 以上，地下茎を伸長させる

（ただし，上述の生長量は生育良好な場所での事例 9））。これ

らから，波浪や飛砂による攪乱に強くて群落を広げる高い本

種は海浜における緑化に適した種といえる。 

種子の供給源は既存の個体のほか，海流による漂着である。

京都府久美浜の事例 8)では，種子は 2，4，6，9 月を除く月

で漂着が確認され，種子の生存率は 67％と比較的高い。また，

永続的シードバンクを形成する 7)。しかし，適度に湿った深

さまで埋もれなければ実生の生存率が低くなる 3)ため，効率

的な緑化には播種後に覆砂と適度な散水が必要である。一方，

地下茎による移植の場合，一般的な常緑の多年草と同じく，

葉の長さを半分ほどに切り詰めて，1～2 月に移植する

のが良いだろう。移植後に種子生産による群落の拡大を期待

するのであれば雄株と雌株を移植する必要がある。その場合

には，病害虫への耐性を考慮して複数の海浜から株を移植す

ることが望ましいが，当然のことながら，導入元は近傍の海

浜にするべきである。 

コウボウムギは礫浜では群落を形成しない 4)。また，筆者

のこれまでの観察からは，砂利浜でも生長が悪いように思う。

そのため，砂の投入によって人工海浜を造る場合には砂の粒

径に注意を要する。粒径の大きな砂の場合には，礫浜でも群

落を形成するハマゴウが適しており，澤田の報文 5)が参考に

なる。 

人工海浜では波浪による侵食で海浜の面積が縮小する

ことがある。コウボウムギは他の海浜植物よりは侵食への

耐性が強いものの，過剰な場合には枯死する 9)ため，波浪へ

の対策として防波堤や潜堤などを講じる必要がある。しかし，

過剰に波浪を抑制した場合，コマツヨイグサやメリケンムグ

ラなどの外来植物が繁茂する恐れがある。そのため，健全な

海浜生態系の創出には防波堤の高さや潜堤の深さ，これらに

よる閉鎖性についての事前検討と，施工後のモニタリング

結果を反映させた順応的管理が必要である。 
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写真-1 コウボウムギ群落 

 

 

写真-2 打ち上げ帯で発芽した実生 

 


